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毛布や食料

県が輸送開始
福島､宮城へ第１陣

　
真
心
と
共
に
被
災
地
ヘ

ー
。
県
は
1
9
日
、
市
民
が

各
市
町
村
な
ど
に
待
ち
寄

っ
た
救
援
物
資
の
輸
送
を

始
め
た
。
災
害
時
の
輸
送

協
定
を
結
ぶ
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
協
力
。
第
１
陣
は

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
幹
部
か
ら
激
励
を

受
け
る
運
転
手
ら
＝
岡
山
市
中
区
愈

富
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

Ｊ

鴻持4岫送水ｐ

li

Ｅ

毛
布
や
食
料
、
お
む
つ
な

ど
の
物
資
に
自
治
体
備
蓄

分
を
合
わ
せ
て
積
載
し
、

福
島
、
宮
城

両
県
へ
出
発

し
た
。

　
震
災
後
、

市
町
村
や
県

に
持
ち
寄
ら

れ
た
救
援
物

資
は
県
民
局

な
ど
で
管

理
。
県
庁
で

も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
が
仕

分
け
作
業
に

当
た
っ
て
い

－
る
。

こ
の
日
午
後
土
時
ご

ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ

ル
（
岡
山
市
中
区
禽
富
）

で
は
、
「
救
援
物
資
輸
送

車
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
た

‥
1
1
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
４
台
を
前

に
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

田
中
明
夫
専
務
理
事
が

　
「
安
全
第
一
に
被
災
者
の

元
に
送
り
届
け
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
福
島
向
け

は
紙
お
む
つ
約
２
万
枚
と

簡
易
ト
イ
レ
約
７
０
０

個
、
宮
城
へ
は
毛
布
約
７

千
枚
と
、
水
で
戻
す
だ
け

で
食
べ
ら
れ
る
「
ア
ル
フ

ア
米
」
約
４
７
０
０
食
分

な
ど
を
歎
せ
た
。

　
宮
城
県
に
運
搬
す
る
大

橋
彰
さ
ん
（
4
6
ず
真
庭
市

三
崎
＝
は
「
大
勢
の
岡
山

県
民
の
善
意
が
詰
ま
っ
た

物
資
。
思
い
と
一
緒
に
届

け
た
い
」
と
話
し
た
。
2
0

日
午
前
に
両
県
の
配
送
拠

点
に
到
着
す
る
予
定
。
県

は
今
後
も
現
地
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
送
る
。

　
1
9
日
は
匡
か
ら
の
手
配

を
受
け
て
、
県
が
備
蓄
し

て
い
た
テ
ン
ト
や
簡
易
ト

イ
レ
も
発
送
。
お
か
や
ま

コ
ー
プ
（
岡
山
市
）
と
国

際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
同
）
な
ど
も
非

常
食
や
医
薬
品
、
粉
ミ
ル

ク
な
ど
を
陸
路
で
輸
送
し

た
。
（
内
田
光
祐
）
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